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地域計画とは
　後継者不足や耕作放棄地の増加が懸念される中、地域の農地を次世代に引き継ぐため、
農業者や地域の皆さんの話合いにより、おおむね10年後を見据え、地域の農業の在り
方や地域の担い手を定める計画で、将来の農地利用の姿を明確化した地域農業の設計図
となるものです。

地域計画が策定されます

これまでの取組
令和６年２月　　　　　農地所有者、耕作者への意向調査
令和６年７月～12月　   協議の場（地域の話合いの場）を市内25の地域で各２回

ずつ開催し、のべ約１，000人が参加
令和７年１月　　　　　協議の場の結果公表（市ホームページ）
令和７年２月　　　　　関係機関への意見聴取

【協議の場の様子】 【協議の場での主な意見】

今後の取組
令和７年３月４日～18日　  地域計画（案）公告・縦覧
令和７年３月下旬　　　　　地域計画策定
令和７年４月～　　　　　　 地域計画の実行・推進、ブラッシュアップ（計画変更）

のため、地域での話合いを継続していきます

＜現状及び課題＞
・後継者不足
・耕作放棄地の増加　など

＜将来の在り方＞
・農地の集積、集約化の推進
・基盤整備の推進
・担い手の育成　　など

⬇

○問い合わせ
　農業振興課
　電話番号　５７７－３２９８（直通）
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『
令
和
６
年
度
遊
休
農
地
調
査
』

の
結
果
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
６
年
８
月
～
12
月

に
か
け
て
市
内
全
域
で
農
地
の
利
用
状
況
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
３
１
２
筆
、
１
８
７
・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
遊
休
農
地
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
及
び
昨
年
度
の
地
区
ご
と
の
遊
休
農

地
の
状
況
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
農
業
を
継
ぐ
か

た
が
減
少
し
、
現
役
の
農
業
者
も
高
齢
の
た
め

引
退
し
た
り
、
ま
た
遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る
か

た
が
農
地
を
相
続
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
、
耕
作

さ
れ
ず
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地

の
一
部
で
は
解
消
に
結
び
つ
い
て
い
る
ケ
ー
ス

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
放
っ
て
お
く
と
雑
草
の
繁
茂

や
病
害
虫
の
発
生
等
に
よ
り
周
辺
農
地
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
た
り
、
不
法
投
棄
の
危
険
性
が
増
し
ま
す
。

特
に
、
冬
場
で
は
火
災
の
発
生
源
と
な
る
お
そ

れ
も
あ
る
た
め
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は

更
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
一
度
、
遊
休
農
地
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
耕
作
で
き
る
状
態
に
戻
す

に
は
、
よ
り
多
く
の
時
間
と
労
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
農
地

の
定
期
的
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
に
関
す
る
お
悩
み
や
ご
相
談
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地区
遊休農地面積（ha）

増減
令和５年度 令和６年度

深谷・大寄地区 13.3 15.0 1.7

藤沢地区 27.2 28.9 1.7

幡羅・明戸地区 13.9 17.1 3.2

豊里・八基地区 15.6 19.1 3.5

岡部地区 47.9 44.9 －3.0

川本地区 39.7 37.1 －2.6

花園地区 22.7 25.8 3.1

市内合計 180.3 187.9 7.6

○
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
５
７
７

－

３
４
３
９

　

こ
こ
数
年
、
県
内
の
農
地
等
に
お
い
て
、「
草

刈
り
し
て
返
す
か
ら
、
一
時
的
に
資
材
置
場
と

し
て
貸
し
て
ほ
し
い
」、「
重
機
を
数
日
間
だ
け

置
か
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
話
を

持
ち
か
け
て
同
意
を
取
り
、
又
は
同
意
を
取
ら

ず
に
、
法
令
手
続
き
を
無
視
し
て
短
期
間
に
大

量
の
土
砂
等
を
堆
積
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

土
砂
を
堆
積
す
る
に
は
法
令
手
続
き
が
必
要

で
す
。
違
法
な
土
砂
等
の
堆
積
が
行
わ
れ
た
場

合
、
こ
れ
ら
の
責
任
や
撤
去
費
用
の
負
担
は
、

行
為
者
だ
け
で
な
く
、
土
地
所
有
者
に
及
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

う
ま
い
話
が
あ
っ
て
も
安

易
に
土
地
（
農
地
）
を
貸

さ
な
い
、
定
期
的
に
土
地

を
見
回
る
な
ど
、
自
分

の
土
地
は
自
分
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

注
意
！ 

あ
な
た
の
土
地
（
農
地
）

が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
か
ら
の
お
願
い

○
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
５
７
７

－

３
４
３
９
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砂ぼこり対策のご協力について�
　冬から春先の農閑期にかけて、強風で優良土壌が飛散し、風下の地域の住環境に悪影
響を及ぼします。次のような対策で優良土壌の飛散を抑えましょう。
●中低木、竜のひげの植栽
●次期作に向けた耕運作業を作付け間近まで控える
●畑かんなどで散水し農地の湿潤化を図る
●緑肥作物（エン麦、ライ麦）の播種
●防風ネットの設置（予算が無くなり次第補助終了）

○問い合わせ　農業振興課　℡５７７－３２９８

水田活用の直接支払交付金における交付対象水田の見直しについて�
　交付対象水田において、令和８年度までに、過去５年間一度も水稲の作付け（水張り）
が行われていない農地は、交付対象としない方針が農林水産省から示されています。
　しかし、令和７年１月末に、国が方針を変更する旨の新聞報道等がありました。今後
の方針等については、分かり次第、市ホームページで掲載する予定です。

○問い合わせ　農業振興課（深谷市農業再生協議会事務局）
　　　　　　　℡５７７－３２９８

有害鳥獣による農作物被害対策を実施します�
　近年、有害鳥獣による農作物被害が継続して確認されていることから、引き続き次の
対策を実施します。　

■電気柵の貸出しについて
　協議会所有の電気柵を、希望される方に貸出しします。

■電気柵の購入補助について
　有害鳥獣に対する、侵入防止用電気柵一式に係る購入費用を補助します。
　○対 象 者‥市内に住所を有し、市内で農作物を生産するかた
　○限 度 額‥30,000円
　○補 助 率‥１／２
　○申請回数‥１年度内に１回
　　※予算が無くなり次第終了となります。

■有害鳥獣（イノシシ・シカ）の捕獲について
　有害鳥獣（イノシシ・シカ）による農作物被害の恐れ
がある場合は、問い合わせ先にご連絡をお願いします。
捕獲の必要があると判断された場合には、捕獲のためのワナを設置します。

○問い合わせ　農業振興課（深谷市鳥獣害対策協議会事務局）
　　　　　　　℡５７７－３２９８
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農 業 者 年 金 で 老 後 の 生 活 を 安 心 サ ポ ー ト

農業者年金のメリット等
●農業者は広く加入できます

加入資格
年間60日以上農業に従事
国民年金の第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
20歳以上65歳未満の者（60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者）

●加入者・受給者の増減に左右されない、安定した制度です
　加入者の積み立てた保険料とその運用益を合わせた額により将来受け取る年金額が事後的に決
まる積立方式・確定拠出型を採用しています。気軽に加入・脱退ができます。
安全性の確保 複数資産への分散投資で安全性を確保しています。

マイナス分を補う仕組み 資産運用がマイナスになった場合は、マイナス分を補う仕組みがあ
ります。

積立・運用状況のお知らせ 農業者年金基金から毎年６月末までに加入者全員に対して「運用（付
利）結果のお知らせ」によりお知らせしています。

＊事務経費は基本的に国費で賄っているため、納めていただいた保険料全てが年金原資に算入されます。

●生涯受給できる年金です
　農業者年金は、原則65歳から終身（生涯）受け取ることができます。これにより、何歳まで生
きるか誰も予測できない老後生活にとって、ずっと一定の所得が確保されます。
　仮に80歳前に亡くなった場合は、亡くなった翌月から80歳到達月までに受け取れるはずであっ
た（自ら積み立てた）年金の現在価値に相当する額が、「死亡一時金」として遺族に支給されます。
（死亡一時金は相続税非課税財産となります。）

老後の備えを考えましょう

農業者の
平均余命

男性８７歳➡６５歳の平均余命：約２２年
女性９２歳➡６５歳の平均余命：約２７年

老後の家計

約284万円／年

＜支出＞

国民年金

約163万円／年

＜収入＞

※�夫婦２人の合計金額、国民
年金は、保険料を夫婦とも
20歳から60歳まで40年間
支払った場合の額

国民年金だけでは、

年額約121万円不足

30歳で農業者年金に夫婦とも加入
それぞれ保険料2万円（月額）を納付

男性53万円／年
女性46万円／年
を受け取れる試算になります。＊運用利回り2.5％、予定利率

　１.00％で試算した場合

農業者年金に加入すれば…
例えば

…

＊運用利回り：令和６年４月時点
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グリーン購入法
適合印刷物です

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
深
谷
市
の
明
日
の
農

業
を
担
う
新
規
就
農
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
34
回
は
、
宿
根
地
内
で
就
農
さ

れ
た
鶴
崎
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q�
　
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？�

A� 　

子
供
の
頃
は
、
野
菜
の
好
き
嫌
い
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
時
、
農
家
の
手
作

り
野
菜
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
美
味

し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、「
自
分
も
こ
ん
な
美

味
し
い
野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
で
す
。

Q
　
こ
れ
ま
で
の
経
歴
や
農
業
経
験
は
？

A� 　

理
工
系
大
学
を
卒
業
後
、
製
造
業
の
生
産

ラ
イ
ン
設
計
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
経
験
を
積

ん
だ
の
ち
、
農
業
に
転
身
し
ま
し
た
。
富
岡

市
内
の
農
家
で
１
年
間
の
研
修
を
受
け
、
独

立
し
て
４
年
間
農
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
現

在
は
地
元
・
深
谷
市
で
就
農
し
て
い
ま
す
。

Q�
　
現
在
主
に
何
を
生
産
し
て
い
ま
す
か
？�

A�
　
な
す
を
中
心
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ
ボ

チ
ャ
も
少
量
で
す
が
、
栽
培
し
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
野
菜
は
、
主
に
市
場
へ
出
荷
し
て

い
ま
す
。

Q
　
農
業
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？
　

A� 　

農
業
は
、
自
然
を
相
手
に
す
る
仕
事
な
の

で
毎
日
の
よ
う
に
天
気
予
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

作
業
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

Q
　
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？
　

A� 　

農
業
は
、
体
力
的
に
も
き
つ
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
自
分
の
手

で
野
菜
を
育
て
る
喜
び
や
皆
さ
ん
の
食
卓
へ

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
り
多

く
の
人
に
農
業
を
経
験
し
て
も
ら
い
、
一
緒

に
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

Q�
　
最
後
に
、
新
規
就
農
す
る
方
に
一
言
！

A� 　

自
分
の
労
働
に
見
合
う
対
価
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
収
支
を
比
較
し
、
最
低

賃
金
は
ク
リ
ア
で

き
て
い
る
か
確
認

す
る
習
慣
を
つ
け

な
が
ら
行
う
の
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。

な
す
は
、
小
規
模

な
農
地
で
も
収
益

が
見
込
め
る
た
め
、

お
す
す
め
で
す
。

農
家
の
ま
ご
こ
ろ
野
菜
の
美
味
し
さ

�

そ
れ
が
私
の
農
業
の
原
点

鶴つ
る

崎さ
き

　
智と

も

之ゆ
き

さ
ん
（
38
才
）

週 刊
金曜日発行
月700円

お申し込みは農業委員会へ

全
国
農
業

　
　
新
聞

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
食
料
自
給
率
の
向
上
や
高
齢
化

な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
は
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
の
未
来
を
大
き
く
変
え
る
転
換
点

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
号
で
紹
介
し
ま
し
た
「
地
域
計
画
」
は
、

地
域
の
農
地
の
利
用
方
法
や
、
ど
ん
な
作
物

を
育
て
る
の
か
な
ど
、
地
域
の
農
業
の
将
来

像
を
描
い
て
い
く
も
の
で
す
。
農
業
委
員
会

で
は
、
こ
の
計
画
を
通
じ
て
、
地
域
農
業
の

将
来
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々

と
共
に
市
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

農
委
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

小
内　
　

忠

　

委　

員　

粂
原　

健
治　
　

橋
本　

繁
穂

　
　
　
　
　

望
月　
　

勇　
　

黒
澤　
　

清

　
　
　
　
　

吉
田　

裕
治　
　

吉
野　

勝
男

シ
リ
ー
ズ
新
規
就
農

編
集
後
記

編
集
後
記


